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It is important in engineering education to clarify elements that can become key to 
learning motivation. The purpose of this study is to examine the tendency and the factors 
of the learning consciousness in technical college students. For the purpose of clarifying 
these elements, a questionnaire was delivered across the whole campus. 
This study reveals in the technical college: the tendency of the campus; three stages 
that the five years of the learning can be classified into; and the difference in 
consciousness between male students and female students. The tendency are mainly to 
enter having a specific aim and choosing a technical college and to change an weak point 
awareness at specialized learning into delight or effect if they make trial and error and get 
over. The three stages of the learning are constructed from: the introduction period; the 
transition period; and the arrival period. Moreover, it might be necessary for students to 
learn basic scholastic abilities at the transition period of the learning, in order to better 
reach the arrival period in the final stage. The difference in consciousness is that female 
students have a stronger weak point awareness than male students, but it is thought that 
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建設業 22 名(7)，製造業 85 名(12)，電気ガス熱水道業 12 名(2)， 
情報通信業 40 名(13)，運輸郵便業 2 名(1)，学術研究・技術業 26 名(2)，
医療福祉 1 名(1)，教育学習支援業 1 名(1)，サービス業 6 名(4)， 
公務員 3 名(1) 
就職先例 アイリスオーヤマ(株)，旭化成(株) ，出光興産(株) ，花王(株) ， 
キャノン(株) ，神田通信機(株) ，清水建設(株) ，(株)仙台ニコン， 
新日本テクノカーボン(株) ，新菱冷熱工業(株) ，ダイキン工業(株) ，  
セイコーエプソン(株) ， (株)竹中工務店，中部電力(株) ，(株)東芝， 
東北通信機械(株) ，日本放送協会，日本車輌製造(株) ，(株)間組， 
日本ハム食品(株) ，富士重工業(株) ，(株)日立ビルシステム， 
富士通(株) ，(株)明電舎，JX 日鉱日石エネルギー(株) ， 






















































 本論文は全 3 章から構成される． 
 第 1 章は序論である． 


























ャンパス本科生を対象とした質問紙調査を行った．本調査は平成 24 年 7 月末に本校担任教
員の協力を得て，ホームルームや授業内にて実施し在学生 902 名のうち 845 名の回答を得
た．仙台高専は，旧宮城高専(現名取キャンパス)と旧仙台電波高専(現広瀬キャンパス)の高



















科目が 75 単位以上，専門科目が 82 単位以上の履修が必要である．以下に，平成 24 年度
年度の各学科の専門科目について表に示す(表 2.2.2-2～6)．どの学科においても，新旧カリ







   学科 
学年 
機械 建築 材料 電気 情報 
デザイン 
 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
1 年 38(39) 2(2) 27(28) 12(13) 30(31) 11(11) 40(40) 2(2)  
2 年 38(38) 4(4) 30(31) 8(9) 21(26) 17(18) 37(38) 4(4)  
3 年 38(41) 0(1) 24(25) 16(16) 32(33) 8(10) 40(40) 3(4)  
4 年 39(43) 0(1) 31(31) 9(9) 28(29) 10(10) 37(40) 0(0) 21(22) 15(18) 
5 年 37(41) 2(2) 28(28) 11(12) 21(30) 7(9) 32(36) 1(1) 11(12) 23(24) 
計 190(202) 8(10) 140(143) 56(59) 132(149) 53(58) 186(194) 10(11) 32(34) 38(39) 
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回答方法は 5 段階選択及び自由記述であり，問 7 においては 2 項目を選択してもらった．
問 6 及び問 7 で示す 7 項目設定については次節 2.3 の項 2.3.1 で述べる．また，問 1 自由記
述回答に対する取り扱い方は次節 2.3 の項 2.3.2 で述べる． 
 
2.3 設問の設定方法および分析手法 
2.3.1  7 項目の設定方法(問 6 及び問 7) 
問 6「次の各項目はどのくらい重要だと思うか」及び問 7「やる気を出すのに大切だと思
うものは何か」で示した 7 項目の設定について述べる．本項目は，ケラー(J．M．Keller)の
提唱する学習意欲の問題に取り組むことを援助するシステムモデルである ARCS モデル 7)
を参照している．ARCS モデルでは以下の 4 つのカテゴリが示されている． 
問 1「入学して学びたかったこととは」 
    (問 1 設問の意図：高専にどのような目的を持って入学しているのかを知るため) 
問 2「専門の学習は得意であるか」 
(問 2 設問の意図：専門の学習において得意意識の有無を知るため) 
問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」 
    (問 3 設問の意図：専門の学習において楽しさを感じる割合とどのようなことに楽しさを 
感じるのかを知るため) 
問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」 
    (問 4 設問の意図：専門の学習において手ごたえを感じる割合とどのようなことに手ごたえを 
感じるのかを知るため) 
問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」 
    (問 5 設問の意図：専門の学習において苦手意識を感じる割合とどのようなことに苦手意識を 
感じるのかを知るため) 
問 5 続き「(苦手意識を感じた場合)対策を取ったか」 
    (問 5 続き設問の意図：苦手意識を感じた場合，どのような対策が挙げられるのかを知るため) 
問 6「次の各項目はどのくらい重要だと思うか」⇒7 項目について質問 
    (問 6 設問の意図：専門の学習を進める上で何を重要視するのかを知るため) 
問 7「やる気を出すのに大切だと思う項目とは」⇒問 6 の 7 項目から 2 項目を選択 
  (問 7 設問の意図：専門の学習においてやる気を出すのに何が大切であるのかを知るため) 
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4 カテゴリとそれに付随する各 3 サブカテゴリから成る 12 因子を参考に 8)，専門の学習で
の学びを進めていくにあたってこの 12 因子それぞれを，1 項目以上の組み合わせによって
成り立たせると思われる 7 項目を設定した．表 2.3.1-1 に 7 項目を示し，表 2.3.1-2 に因子を
成り立たせる項目例を示す．問 6 及び問 7 では表 2 の 7 項目を提示し，問 7 ではここから
2 つを選択してもらった．次節 2.4 の調査結果では，これらの内訳を示していき，また付録
B ～G では項目番号を示すものとする． 
 
表 2.3.1-1．問 6「次の各項目はどのくらい重要だと思うか」及び問 7「やる気を出すのに













表 2.3.1-2．ARCS モデルの 12 因子と問 6 及び問 7．7 項目の対応例 
 













































































具体例 専門性 全般 
社会貢献 差別化 分野一部 
資格 将来への備え   
  興味   






機械システム 航空力学などの流体関係や機構関係 具体例 ○  
電気システム 電気について 全般   
建築デザイン 建築に対する技能・知識 専門性  ○ 
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100％の結果となった(図 2.4.1-1a)．学年ごとに見ると 1 年が 99％とやや高い結果となった
(図 2.4.1-1b)．男女ごとに見ると男子は 91％，女子は 93％とほぼ同じ結果となった(付録 B




1 年 80％，5 年 72％とやや高めで，2～4 年は 65％前後とやや低い結果となった．男女ご




















となった．学科ごとに見ると機械科，建築科，情デ科で 4 割を超え，電気科では 26％とや
や低く，更に電気科ではどちらかと言えば苦手・苦手と答えたのが 36％と他学科よりやや
高い結果となった(図 2.4.1-2a)．学年ごとに見ると 1，5 年で 4 割を超え，2～4 年は 3 割を超
える程度とやや低めで，更に 3 年はどちらかと言えば苦手・苦手と答えたのが 31％と他学
年より高い結果となった(付録 B 図 3b)．男女ごとに見ると男子は 39％，女子は 27％と女子






機械 198 1 年 162 
建築 196 2 年 159 
材料 185 3 年 161 
電気 196 4 年 190 
情デ 70 5 年 173 
















図 2.4.1-2．問 2「専門の学習は得意であるか」集計結果(学科，男女) 
 
問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えたのは
全体で 63％となった．学科ごとに見ると建築科，情デ科で 7，8 割とやや高いのに対し電気
科では 52％とやや低く，更に電気科ではあまりない・ないと答えたのが 2 割と他学科より
やや高い結果となった(図 2.4.1-3a)．学年ごとに見ると 1 年は 8 割近くとやや高いのに対し，
3 年は 5 割程度とやや低めで，更に 3 年はあまりない・ないと答えたのが 2 割と他学年より
やや高い結果となった(付録 B 図 4b)．男女ごとに見ると男子は 61％，女子は 72％と女子の






機械 197 1 年 161 
建築 194 2 年 157 
材料 185 3 年 161 
電気 196 4 年 190 
情デ 68 5 年 171 




















図 2.4.1-3．問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」集計結果(学科，男女) 
 
問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えたの
は全体で 31％となった(付録 B 図 5a)．学年ごとに見ると 1，4，5 年 3，4 割に対し，3 年 20％
とやや低めで，更に 3 年はあまりない・ないと答えたのが 3 割と他学年よりやや高い結果








機械 198 男子 678 
建築 194 女子 163 
材料 185   
電気 194   
情デ 70   




















図 2.4.1-4．問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」集計結果(学年，男女) 
 
問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えたの
は全体で 50％となった．学科ごとに見ると情デ科 68％，電気科 60％とやや高めであるのに
対し機械科は 39％とやや低い高い結果となった(図 2.4.1-5a)．学年ごとに見ると 4，5 年が 6
割とやや高めであるのに対し，2 年 38％とやや低めの結果となった(図 2.4.1-5b)．男女ごと







1 年 160 男子 676 
2 年 157 女子 160 
3 年 159   
4 年 189   
5 年 171   




















図 2.4.1-5．問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」集計結果(学科，学年別) 
 
問 5 続き「苦手意識を感じたときに何か対策を取ったことがあるか」に対しては，問 5 で
ある・ややあると回答したうち全体では 74％が対策の内容を回答した．学科ごとに見ると
電気科が 81％とやや高いのに対し材料科は 67％とやや低い結果となった(付録 B 図 7a)．学
年ごとに見ると 1，4，5 年が 75％以上とやや高めであるのに対し，2，3 年 7 割未満とやや
低めの結果となった(図 2.4.1-6a)．男女ごとに見ると男 75％，女子 74％とほぼ同じ結果とな






機械 198 1 年 162 
建築 196 2 年 159 
材料 181 3 年 157 
電気 195 4 年 190 
情デ 70 5 年 172 

































1 年  73 男子 308 
2 年 57 女子 103 
3 年  73   
4 年 114   
5 年  94   








2.4.1-7)．学年ごとに見ると 1 年の 90％以外は全体の値とほぼ同じであった(付録 B 図 8b)．
男女ごとに見ると男子 85％女子 91％と女子がやや高い結果となった(付録 B 図 8c)．ここで
更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，学科ごとでは 53％(建築科)～63％(情デ











は全体では 70％であった．学科ごとに見ると 7 割かそれを超える程度が多く，機械科のみ
64％とやや低い結果となった(付録 B 図 9a)．学年ごとに見ると 1 年が 80％とやや高い一方
3，4 年は 63，65％とやや低い結果となった(図 2.4.1-8)．男女ごとに見ると男子 70％女子
72％とほぼ同じであった(付録 B 図 9c)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見て




























外は全体の値とほぼ同じであった(図 2.4.1-9)．学年ごとに見ると 1，4，5 年が 90～92％と
全体の値とほぼ同じ一方，2，3 年が 84，85％とやや低い結果となった(付録 B 図 10b)．男
女ごとに見ると男子 87％女子 93％と男子が全体の値とほぼ同じ結果となった(付録 B 図
10c)．ここで更に重要と回答している割合の幅を見ていくと，学科ごとでは 64％(建築科)











1 年 162 
2 年 159 
3 年 161 
4 年 189 



























い一方，機械科，電気科が 66％とやや低い結果となった(付録 B 図 11a)．学年ごとに見る
と 1 年 81％，4 年 75％とやや高い一方，3 年が 60％とやや低い結果となった(図 2.4.1-
10)．男女ごとに見ると男子 69％女子 78％と女子の方がやや高い結果となった(付録 B 図
11c)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，学科ごとでは 34％(情デ











電気科が 33，35％とやや低い結果となった(図 2.4.1-11)．学年ごとに見ると 1 年が 57％とや
や高い結果となった(付録 B 図 12b)．男女ごとに見ると男子 37％女子 57％と女子の方がや
や高い結果となった(付録 B 図 12c)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていく




1 年 162 
2 年 159 
3 年 161 
4 年 187 






















じ結果となった(付録 B 図 13a)．学年ごとに見ると 4 年が 17％とやや高い以外はどの学年も
全体の値とほぼ同じであった(付録 B 図 13b)．男女ごとに見ると男子 11％女子 17％と女子
の方がやや高い結果となった(図 2.4.1-12)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見







































学科ごとに見ると情デ科が 45％高い結果となった(付録 B 図 14a)．学年ごとに見ると 5 年
は 34％と他学年よりやや高い一方，2 年は 19％とやや低い結果となった(図 2.4.1-13)．男女
ごとに見ると男子 25％女子 28％とほぼ同じ結果となった(付録 B 図 14c)．ここで更に，重
要と回答している割合の幅を見ていくと，学科ごとでは 12％(建築科)～26％(情デ科)，学年






図 2.4.1-13．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「⑦自分にとって好ましい 
仕組みを持っている教材で学習できる」集計結果 (学年) 
 









1 年 160 
2 年 157 
3 年 159 
4 年 189 



































機械 390 1 年 324 
建築 386 2 年 316 
材料 368 3 年 320 
電気 387 4 年 371 
情デ 140 5 年 340 














入学目的を示していると読み取れる有効回答率が 1 年は 100％だったのに対し，他の学年で




し合わせた比率が 4 年生で 5 割程度と他学年よりやや低く，更に“具体的な目標あり”の比



























































・工業系幅広く(するのが M 科だと聞いた) 






1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 39 
5 年 39 
全体 198 





45％であった．学年別に見ると，3 年が 58％とやや高い一方 4 年男子が 28％とやや低く，







図 2.4.2-2．問 2「専門の学習は得意であるか」集計結果(機械科) 
 
 問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えたのは，
1 年では 8 割ほどであるのに対し 2 年以降は 6 割以下に下がり，5 年でまた 7 割と盛り返す
結果となった(図 2.4.2-3)．自由記述回答では全体的に実習工場での工作や作品制作が多く，
学年別で見ると 1，2 年は初めての試みや発見，3 年からは完成させることや自力でできる








1 年 40 
2 年 41 
3 年 38 
4 年 39 

















図 2.4.2-3．問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」集計結果(機械科) 
 









































1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 39 









































図 2.4.2-4．問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」集計結果(機械科) 
 







1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 39 
5 年 39 
全体 198 
 男子回答例 
1 年 ・製図が少しうまくなった 
















5 年 ・長い計算式から数値を導出 
・普段の生活の中で工学的な目線からこれはどうなんだと考えたりした 












は 1 年が 5 割で 2 年が 3 割，3 年が 1.5 割で 4，5 年では 5 割程度と，問 4 と同様に全体的
に比率は高くないが，中間の学年で一度比率が下がり高学年で戻る結果となった(図 2.4.2-
5)．自由記述回答では 1，2 年は製図の技法に関して，4，5 年は理解が得られない，公式を
使う手法への苦手意識，また興味のないことや関連性の得られないことを挙げており，3 年


















1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 39 


























問 5 続き「苦手意識を感じたときに何か対策を取ったことがあるか」に対しては，問 5 で









1 年 ・製図が素早く正確にできない 
・製図を何回もやりなおした時 
・製図の内容が難しくなってきた 

























図 2.4.2-6．問 5 続き「苦手意識を感じたとき」対策を取った割合 (機械科) 
 
表 2.4.2-5．問 5 続き「苦手意識を感じたときに取った対策とは」回答例 
(機械科，女子学生の回答は省略) 
学年人数 
1 年 21 
2 年 12 
3 年  5 
4 年 17 
5 年 18 
全体  73 








2 年 製図(素早く画けない等) ・勉強しまくる 
・落ち着く 
・なし  
















































は機械科全体では 64％であった．学年ごとに見ると，1 年が 83％とやや高い一方，4 年は
48％とやや低い結果となった(図 2.4.2-8)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見て






図 2.4.2-8．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「②難しい課題にチャレンジ 
することができる」集計結果(機械科) 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
全体  197 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 




















要と回答したのは機械科全体では 87％であった．学年ごとに見ると，5 年 94％，1 年 92％
とやや高い一方，4 年は 74％とやや低い結果となった(図 2.4.2-9)．ここで更に，重要と回答










回答したのは機械科全体では 66％であった．学年ごとに見ると，1 年が 78％とやや高い一
方，4，5 年は 61，62％とやや低い結果となった(図 2.4.2-10)．ここで更に，重要と回答して










1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
全体  197 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 





















1 年が 60％とやや高い一方，4 年は 37％とやや低い結果となった(図 2.4.2-11)．ここで更に，











3 年が 17％とやや高い一方，2 年は 2％と低い結果となった(図 2.4.2-12)．ここで更に，重要











1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
全体  197 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 











































1 年 ・教科書 
・簡単なもの→少しずつ難しく． 
・イラストありカラー 
2 年 ・図で説明しているもの 
・絵が多い 
3 年 ・ロボット等 
・わかりやすく，図やキャラクターがのったもの 
・パッと見，誰でも理解できるような教材はもちたくない 
4 年 ・デザイン性と，利便性に優れたもの 
・パソコンでの教材 
・わかりやすい教材 






重要と回答したのは機械科全体では 23％であった．学年ごとに見ると，5 年が 37％とやや
高い一方，2 年は 12％とやや低い結果となった(図 2.4.2-13)．ここで更に，重要と回答して






















1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
























1 年は肯定度合が他学年よりも軒並み高めであり，一方 4 年は肯定度合他学年よりも軒並み
 回答例 
1 年 ・チャート式 
・一通り解説があったあと，軽い問題がある教材 
・細かい解説がのっている教材とか． 




3 年 ・機械的なもの 
・解説がしっかりついている 
・分かりやすい教材 


































1 年 80 
2 年 84 
3 年 76 
4 年 74 
5 年 76 















入学目的を示していると読み取れる有効回答率が 1 年は機械科同様にほぼ 100％だったの





年で 60％程と 1，5 年より低めの結果となり(図 2.4.3-1)，更に「具体的な目標あり」の比率





















図 2.4.3-1．問 1「具体的な目標あり」と「目的意識が高い」が占める割合(建築科) 
 男子回答例 女子回答例 
















































   男 女 
1 年 27  12 
2 年 30   8 
3 年 24  16 
4 年 31   9 
5 年 28  11 









問 2「専門の学習は得意であるか」に対して得意・やや得意と答えたのは全体で 4～6 割
程度，3 年は 3 割とやや低めとなった(付録 D 図 5)．男女別に見ると男子は 33％～64％，女
子は 25～36％と女子の方が低く，学年ごとにも女子の方が常に低い割合となった．一方で，










図 2.4.3-2．問 2「専門の学習は得意であるか」集計結果(建築科) 
 
問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えたのは，
1 年では 85％なのに対し，2～5 年で 6，7 割程度となっている(付録 D 図 6)．更に男女別に
見ていくと，まず男子は 1 年で 9 割，2 年で 5.5 割と低く落ち込むも 3 年以降は 7 割を超え




   男 女 
1 年 26  12 
2 年 30   7 
3 年 24  16 
4 年 31   9 
5 年 28  11 











理解の深まりなど，3 年は 1，2 年と 4，5 年の両方の内容を併せ持つ内容を挙げていた(表
2.4.3-2)．回答内容に男女の違いは見られなかったが，4 年から自由記述の回答率にやや開き




















   男 女 
1 年 27  12 
2 年 30   8 
3 年 24  15 
4 年 31   9 
5 年 28  10 






































































は，1 年と 5 年で 4 割を超えるが，2～4 年は 24％～36％とやや低い結果となった(付録 D 図
7)．男女別に見ると，1 年男子は 5 割未満で 5 年男子は 5.5 割，一方 2～4 年男子は 27～37％
と，機械科と同様に全体的に比率は高くないが，問 3 のように中間の学年で一度比率が下が
り高学年で戻る結果となった(図 2.4.3-4)．一方女子は 1 年で 4 割だが学年が上がるにつれ割
















図 2.4.3-4．問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」集計結果(建築科) 
   男 女 
1 年 27  11 
2 年 30   7 
3 年 24  15 
4 年 30   9 
5 年 27  11 












表 2.4.3-3．問 4「専門の学習において手ごたえを感じた場面」回答例(建築科) 
 
問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えたの
は 1～3 年が 3，4 割，4 年が 4.5 割，5 年が 5.5 割であった(付録 D 図 8)．男女別に見ると，
男子は 1 年で 22％だが学年が上がるごとに増えていき，5 年では 67％となった．一方女子


























































図 2.4.3-5．問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」集計結果(建築科) 
表 2.4.3-4．問 5「専門の学習において苦手意識を感じた場面」回答例(建築科) 
   男 女 
1 年 27  11 
2 年 30   7 
3 年 24  15 
4 年 30   9 
5 年 27  11 
計 140  53 
 男子回答例 女子回答例 

















































問 5 続き「苦手意識を感じたときに何か対策を取ったことがあるか」に対しては，問 5 で






5 年は“デザインセンス”に対し手本の参照等を挙げていた．男子は 2 年から多岐に渡った対
策が見られ(表2.4.3-5)，一方女子は1年で既に様々な苦手意識を持ち，対策を試みていたが，













   男 女 
1 年 7   8 
2 年 9   3 
3 年 13   9 
4 年 17   5 
5 年 18   6 









表 2.4.3-5．問 5 続き「苦手意識を感じたときに取った対策とは」男子回答例(建築科) 
 







































































2 年 専門用語を覚えるとき ・なし 
製図(細かいところ等) ・工夫した 
・なし 




























女子では 89％で大きな差は見られなかった．男子を学年ごとに見ると，1，3 年が 92％とや
や高い一方，2 年は 77％とやや低い結果となった(図 2.4.3-7a)．また女子を学年ごとに見る
と，1 年は 100％，また 5 年は 91％でそのうち“重要”とはっきりとした肯定度合が 82％と高
いといったように特徴的な高さが見られた(図 2.4.3-7b)．一方，2 年は 75％とやや低い結果
となった．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は 47％(2 年)
















   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   11 













1，5 年が 81，82％とやや高い一方，2，3 年は 67％とやや低い結果となった(図 2.4.3-8a)．
また女子を学年ごとに見ると，1，3 年が 83，82％とやや高い一方，2 年は 63％とやや低く，
5 年は 45％と低い結果となった(図 2.4.3-8b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を


















   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   11 













男子を学年ごとに見ると，3 年が 79％とやや低い結果となった(図 2.4.3-9a)．また女子を学
年ごとに見ると，2 年以外は 9 割を超え，4 年は“重要”とするのが 100％と高い一方，2 年は
87％とやや低い結果となった(図 2.4.3-9b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見


















   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   11 













を学年ごとに見ると，1，5 年が 85，87％とやや高い一方，2 年は 70％とやや低い結果とな
った(図 2.4.3-10a)．また女子を学年ごとに見ると，1，2 年が 83，88％とやや高い一方，5 年
は 54％とやや低い結果となった(図 2.4.3-10b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を


















   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    8 
5 年 28   11 













となった．男子を学年ごとに見ると，3，4 年が 51，54％とやや高い一方，他学年は 4 割前
後で中でも 2 年は 36％とやや低い結果となった(図 2.4.3-11a)．また女子を学年ごとに見る
と，1，2 年が 67，63％とやや高い一方， 5 年は 36％とやや低く，3 年は 25％と低い結果と
なった(図 2.4.3-11b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は

















   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 30    9 
5 年 28   11 













や高い結果となった．男子を学年ごとに見ると，2 年が 24％とやや高い一方，他学年は 1 割
前後で中でも 1 年は 8％とやや低い結果となった(図 2.4.3-12a)．また女子を学年ごとに見る
と，5 年が 36％とやや高い一方， 1，3 年は 8，6％とやや低い結果となった(図 2.4.3-12b)．
ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は 0％(3 年)～11％(5 年)，

















   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   11 



























 男子回答例 女子回答例 
1 年 ・コセット 
・人による 
・カラフルで図が多い 


























とに見ると，3，5 年が 29，32％とやや高い一方，4 年は 9％とやや低い結果となった(図 2.4.3-
13a)．また女子を学年ごとに見ると，4，5 年が 44，30％とやや高い一方， 1 年は 0％とい
う結果となった(図 2.4.3-13b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，ま


















   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   10 
























 男子回答例 女子回答例 













































の 5 年等)結果となった． 
 
問 7「7 項目のうちやる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」では，男子は
③「分かりやすく理解を助けるような解説を得ることができる」と④「将来の仕事が明確に
想像できる課題に取り組むことができる」のどちらか，もしくは両方が 1 位であった．1 年
男子は③と①「はじめは易しくて分かりやすい課題から取り組むことができる」が同率 1 位，





























   男 女 
1 年 54 24 
2 年 60 16 
3 年 48 32 
4 年 60 16 
5 年 56 20 















入学目的を示していると読み取れる有効回答率が 1 年は他学科同様に 100％だったのに対





足し合わせた比率が 1 年の 73.2％以外は 6 割前後とやや低めの結果となり，特に 2 年男子，
3 年女子が 4 割前後，5 年男子が 5 割程度と低めであった(図 2.4.4-2)．更に「具体的な目標










図 2.4.4-2．問 1「具体的な目標あり」と「目的意識が高い」が占める割合(材料科) 
 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  17 
3 年 32   8 
4 年 28  10 
5 年 21   7 

















 男子回答例 女子回答例 

















































問 2「専門の学習は得意であるか」に対して得意・やや得意と答えたのは 1，5 年で 4.5～
5 割程度だが 2～4 年は 25～34％と下がる結果となり，更に“どちらかと言えば苦手・苦手”
の回答が 27～34％と他学科よりやや高めな結果となった．男女別に見ると，まず男子は 1，
4，5 年が 5 割程度に対し 2 年が 2 割，3 年が 3 割と低めで，また“どちらかと言えば苦手・
苦手”の回答が 2，3 年で 2 割以上と，2，3 年の得意意識からの敬遠傾向が見られた．一方
女子は，5 年以外は 1，2 年で 3 割前後，3，4 年では 0％と著しく低く，また“どちらかと言













図 2.4.4-3．問 2「専門の学習は得意であるか」集計結果(材料科) 
 
 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  17 
3 年 32   8 
4 年 28  10 
5 年 21   7 












1 年では 81％であるのに対し，2～5 年で 4～7 割(2 年 7 割，3 年 4 割)と他学科同様にやや下
がる結果となった(付録 E 図 6)．男女別に見ると，まず男子は 1 年 7 割，2～5 年は 4～6 割
でかつ“あまりない・ない”が 2，3 割を占め，問 2 同様否定的な回答が他学科よりやや高め
な結果となった．女子は 1，2，5 年で 9 割を超えるも 3，4 年は 5，6 割となり，特に 4 年は 
“あまりない・ない”が 5 割を占め，楽しさを感じられているか感じられていないかの差があ
る可能性がある(図 2.4.4-4)．自由記述回答では全体的に講義や実験に対して挙げており，学














図 2.4.4-4．問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」集計結果(材料科) 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  17 
3 年 32   8 
4 年 28  10 
5 年 21   7 

































































は，5 年の 37％以外は 1～4 年で 12～24％と低めの結果となった(付録 E 図 7)．男女別に見
ると，まず男子は 5 年の 40％以外は 1～4 年で 2 割未満であったが，5 年男子は“あまりな
い・ない”も 40％であり，問 3 と同様に手ごたえを感じられるか感じられないかの意識の差
があると考えられる．一方女子は 1，3 年が 0％，2，4，5 年で 2，3 割となり，また全体的
















図 2.4.4-5．問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」集計結果(材料科) 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  16 
3 年 32   8 
4 年 28  10 
5 年 20   7 






















 男子回答例 女子回答例 







































は 1 年 22％で 2～5 年は 44～61％と，1 年のみ低めであった(付録 E 図 8)．男女別に見ると，
男子は 1 年 13％と低めだが，以降学年が上がるごとに割合が増していく結果となった(5 年
72％)．女子は 1～4 年で 4.5～9 割(2 年 9 割)，5 年 1.5 割でまず 2 年が高めだが，前述のよ

















図 2.4.4-6．問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」集計結果(材料科) 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  17 
3 年 28   8 
4 年 28  10 
5 年 21   7 























 男子回答例 女子回答例 






































問 5 続き「苦手意識を感じたときに何か対策を取ったことがあるか」に対しては，問 5 で





















   男 女 
1 年  4   5 
2 年 5  12 
3 年 14   5 
4 年 16   7 
5 年 14   1 









表 2.4.4-5．問 5 続き「苦手意識を感じたときに取った対策とは」男子回答例(材料科) 



























































表 2.4.4-6．問 5 続き「苦手意識を感じたときに取った対策とは」女子回答例(材料科) 
 感じた苦手意識例 苦手意識に対する対策 















































女子では 88％とほぼ同じ結果となった．男子を学年ごとに見ると，1，4，5 年が 90，89，
95％とやや高い一方，2，3 年は 77，75％とやや低い結果となった(図 2.4.4-7a)．また女子を
学年ごとに見ると，2 年が 100％であるのに対し 3 年が 72％とやや低い結果となった (図
2.4.4-7b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は 44％(3 年)

















   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 












は材料男子 70％，材料女子では 74％であった．男子を学年ごとに見ると，1，5 年が 84，
86％とやや高い一方，2～4 年は 7 割未満で，特に 3 年は 53％とやや低い結果となった(図
2.4.4-8a)．また女子を学年ごとに見ると，1，2 年が 91，89％とやや高い一方，3～5 年は 6
割前後で，特に 4 年は 50％と低い結果となった(図 2.4.4-8b)．ここで更に，重要と回答して


















   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 













男子を学年ごとに見ると，1，5 年が 93，95％とやや高い一方，2 年は 71％とやや低い結果
となった(図 2.4.4-9a)．また女子を学年ごとに見ると，1 年は“重要”とするのが 100％である
一方，5 年は 85％とやや低い結果となった(図 2.4.4-9b)．ここで更に，重要と回答している


















   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 













を学年ごとに見ると，1 年が 90％と高く，4 年が 71％とやや高い一方，他の学年は 5 割前後
であり，3 年は 47％とやや低い結果となった(図 2.4.4-10a)．また女子を学年ごとに見ると，
2 年が 100％と高く，1 年が 84％とやや高い一方，3 年は 50％と低い結果となった(図 2.4.4-
10b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は 22％(3 年)～50％

















   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 













い結果となった．男子を学年ごとに見ると，1 年が 63％とやや高い一方，他学年は 4 割前後
で中でも 3 年は 34％とやや低い結果となった(図 2.4.4-11a)．また女子を学年ごとに見ると，
1 年が 81％とやや高い一方， 5 年は 29％と低い結果となった(図 2.4.4-11b)．ここで更に，
重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は 5％(2 年)～23％(1 年)，女子は 0％

















   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 16 
3 年 32 8 
4 年 27 10 
5 年 21 7 












となった．男子を学年ごとに見ると，どの学年も 1 割前後となった(図 2.4.4-12a)．また女子
を学年ごとに見ると，4 年が 30％とやや高いものの“重要”の回答は全学年でゼロであり， 
更に 3，5 年は 0％であった(図 2.4.4-12b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見て


















   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 

















にカラー表示や，問題集や参考書等に適用されることを挙げていた (表 2.4.4-7)． 
 















2 年 ・材料の標本  
3 年 ・白黒でないもの  

















5 年が 35，34％とやや高い一方，1 年は 21％とやや低い結果となった(図 2.4.4-13a)．また女
子を学年ごとに見ると，2，3 年が 36，38％とやや高い一方， 1 年は 27％とやや低い結果と
なった(図 2.4.4-13b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は


















   男 女 
1 年 29 11 
2 年 20 17 
3 年 31 8 
4 年 28 9 
5 年 21 7 



















表 2.4.4-8．問 6⑥専門の学習を進める上でどのくらい重要か 
「⑦自分にとって好ましい仕組みを持っている教材で学習できる」ならば 
それはどのような教材であるか：要望回答例(材料科) 
 男子回答例 女子回答例 





























・1 人 1 人に適した教材 



















問 6①～⑦の 5 段階選択に関して結果をまとめると，材料科では重要・やや重要とするの
が男女とも上位 2 項目は③「分かりやすく理解を助けるような解説を得ることができる」，
①「はじめは易しくて分かりやすい課題から取り組むことができる」の順であった．男子の






と，1 年は肯定度合が他学科と同様，他学年よりも高い傾向にあり，一方 3 年は肯定度合が
他学年よりも低めの傾向が見られた．また，学年を男女別に比較すると，設問によって割合
に差が見られる(②の 2 年，③の 5 年等)結果となった． 
  
問 7「7 項目のうちやる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」では，男子は
4 年以外が③「分かりやすく理解を助けるような解説を得ることができる」が 1 位，①「は
じめは易しくて分かりやすい課題から取り組むことができる」が 2 位となり，4 年はその逆
順位だったがほぼ同じ比率であった(34％，32％)．3 位は 2 年以外が④「将来の仕事が明確
に想像できる課題に取り組むことができる」，2 年は⑦「自分にとって好ましい仕組みを持
っている教材で学習することができる」であった．女子は 3 年以外③が 1 位，3 年は①③が
同率 1 位であった(31％)．2 位は 1，2 年で①，4 年で④，5 年で①④同率(28％)，3 位は 1，



























   男 女 
1 年 60 22 
2 年 42 34 
3 年 62 16 
4 年 56 20 
5 年 42 14 
計 262 106 






入学目的を示していると読み取れる有効回答率が他学科と同様に 1 年はほぼ 100％だった











図 2.4.5-1．問 1 自由記述の有効回答数  図 2.4.5-2．問 1「具体的な目標あり」と 









1 年 42 
2 年 41 
3 年 43 
4 年 37 
5 年 33 
全体 196 


















 問 2「専門の学習は得意であるか」に対して得意・やや得意と答えたのは全体で 2，3 割
未満となっており，他学科に比べやや低い結果となった(図 2.4.5-3)．どちらかと言えば苦手・





図 2.4.5-3．問 2「専門の学習は得意であるか」集計結果(電気科) 
 
 男子回答例 
1 年 ・電気機器の構造，仕組みやコンピュータについて 





















・電気回路や C 言語によるプログラミング演習 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 43 
4 年 37 























図 2.4.5-3．問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」集計結果(電気科) 
表 2.4.5-2．問 3「専門の学習において楽しいと感じた場面」回答例 
(電気科，女子学生の回答は省略) 
学年人数 
1 年 42 
2 年 40 
3 年 43 
4 年 36 
5 年 33 
全体 194 
 男子回答例 





2 年 ・今までの知識だけで分かりそうになさそうだった回路の理解 
・実験を通して，どんな仕組みで成り立っているのか理解 
3 年 ・身近な機械の原理を一部でも知ったとき 
・半導体の性質や論理回路の製作など 
・自分の答えが模範解答と一致 


















は，1 が 3.5 割で，2，3 年で 2 割前後と落ち込み，4 年で 5 割とやや盛り返すも 5 年は 2.5





















1 年 41 
2 年 41 
3 年 42 
4 年 37 


































図 2.4.5-5. 問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」集計結果(電気科) 
 男子回答例 




2 年 ・丁度良い内容の学習 
・難しい問題が自力で解けた 
・計算方法などを覚えて利用できたとき 








・問 3 と同じ(実験で回路作成) 





1 年 42 
2 年 41 
3 年 43 
4 年 37 












表 2.4.5-4．問 5「専門の学習において苦手意識を感じた場面」回答例 
(電気科，女子学生の回答は省略) 
 
問 5 続き「苦手意識を感じたときに何か対策を取ったことがあるか」に対しては，問 5 で














2 年 ・文字だけの計算で集中力が切れ思考がごちゃごちゃになる 
・公式がたくさんあり，よくわからなくなった 
・プログラミング 
3 年 ・ややこしい公式や性質の説明が難しかった 
・デジタル回路のブール代数，コード，交流回路の Z，Y 
・呪文のような記号 




5 年 ・興味ないから 










図 2.4.5-6．問 5「苦手意識を感じたとき」対策を取った割合 (電気科) 
 
表 2.4.5-5．問 5 続き「苦手意識を感じたときに取った対策とは」回答例 
(電気科，女子学生の回答は省略) 
学年人数 
1 年 28 
2 年 16 
3 年 27 
4 年 27 
5 年 15 
全体 113 
 感じた苦手意識例 苦手意識に対する対策 















































 感じた苦手意識例 苦手意識に対する対策 














5 年 電気回路 ・ひたすら解く 
赤点とりまくった教科 ・とりあえず早くから勉強 
公式(複雑等) ・復習(数学の教科書，ノートの見直し) 















であった．学年ごとに見ると，3 年が 95％とやや高い一方，1，2，5 年は 83，81％とやや低
い結果となった(図 2.4.5-7)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，48％









は電気科全体では 72％であった．学年ごとに見ると，どの学年も 7 割前後であり，5 年が
78％とやや高い一方，4 年は 68％とやや低い結果となった(図 2.4.5-8)．ここで更に，重要と






図 2.4.5-8．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「②難しい課題にチャレンジ 
することができる」集計結果(電気科) 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 43 
4 年 37 
5 年 33 
全体 196 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 37 





















要と回答したのは電気科全体では 89％であった．学年ごとに見ると，4 年 97％とやや高い
一方，2 年は 81％とやや低い結果となった．(図 2.4.5-9)．ここで更に，重要と回答している











回答したのは電気科全体では 66％であった．学年ごとに見ると，4 年が 89％とかなり高い
一方，2，3，5 年は 6 割未満とやや低い結果となった．(図 2.4.5-10)．ここで更に，重要と回






図 2.4.5-10．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「④将来の仕事が想像できる
課題に取り組むことができる」集計結果(電気科) 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 37 
5 年 33 
全体 193 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 36 






















3，5 年は 4 割未満とやや低い結果となった(図 2.4.5-11)．ここで更に，重要と回答している























1 年 42 
2 年 41 
3 年 38 
4 年 37 
5 年 32 
全体 190 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 37 
















































2 年 ・カラーで現代の写真が載っているもの 
・模範解答がしっかり付属されているもの 
3 年 ・徐々にステップアップできる教材 
・問題集等 
4 年 ・見やすかったり読みやすいもの 
・全ては見た目から！第一印象！ 
・最初は簡単なものから入った方が良いと思う 




重要と回答したのは電気科全体では 24％であった．学年ごとに見ると，1，5 年が 33，34％
とやや高い一方，2 年は 10％とやや低い結果となった(図 2.4.5-13)．ここで更に，重要と回






















1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 37 

























































た学年ごとに見ると，比較的 4 年が高め，2 年が低めといったことが見られ，他学科のよう
に 1 年が目立って高いことが多いこととは異なった結果となった． 
 
問 7「7 項目のうちやる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」では，全学年
とも③「分かりやすく理解を助けるような解説を得ることができる」が 1 位であり，また 1
～3 年では①「はじめは易しくて分かりやすい課題から取り組むことができる」が 2 位，④
「将来の仕事が明確に想像できる課題に取り組むことができる」が 3 位となり，4，5 年は

































1 年 84 
2 年 80 
3 年 86 
4 年 73 

















るところ 4，5 年とも 100％となった(図 2.4.6-1)．自由記述回答ではどちらの学年および男
女とも CG，プログラミング，ビジュアルデザイン(造形，グラフィックデザイン等)につい
ての 1 つ以上を回答に挙げていた．また，4 年女子はビジュアルデザインを多く挙げていた
(表 2.4.6-1)．自由記述回答に対しラベル付けをして集計した結果では，カテゴリ「具体的な
目標あり」「目的意識が高い」を足し合わせた比率がどちらの学年，男女とも 7，8 割と他学





図 2.4.6-1．問 1 自由記述の有効回答数比率(情デ科) 
 表 2.4.6-1．問 1「入学して学びたかったこととは」自由記述回答例(情デ科) 
 男子回答例 女子回答例 
1 年   
2 年   
3 年   




















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 









問 2「専門の学習は得意であるか」に対して得意・やや得意と答えたのは 4，5 年とも 4，
5 割となり，“どちらでもない”も 4，5 割であった．男女別に見ると，男子は 4，5 年とも 6
割程度と電気を除いた他学科の男子と同様に高めの結果となり，一方女子は 4 年 2 割，5 年
4 割と他学科の女子と同様に男子より低めの結果となった．ただし，“どちらでもない”が 4


















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 10  22 












4，5 年で 8，9 割となり，他学科よりもやや高い結果となった．男女別に見ると，男子は 4，




















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 











表 2.4.6-2．問 3「専門の学習において楽しいと感じた場面」回答例(情デ科) 
 
問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えたの
は 4 年 5 割，5 年 6.5 割と他学科よりも高めの結果となった．男女別に見ると，男子は 4 年









 男子回答例 女子回答例 
1 年   
2 年   






































図 2.4.6-4．問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」集計結果(情デ科) 
 
表 2.4.6-3．問 4「専門の学習において手ごたえを感じた場面」回答例(情デ科) 
 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 
計  32  38 
 男子回答例 女子回答例 
1 年   
2 年   
3 年   











・問 3 と同じ(作品がうまくできた)  
・テストや実習で学習したことが使え
た 



























は 4，5 年とも 7 割と他学科よりもやや高い結果となった(図 2.4.6-5)．男女別に見ると，男




















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 











表 2.4.6-4．問 5「専門の学習において苦手意識を感じた場面」回答例(情デ科) 
 
問 5 続き「苦手意識を感じたときに何か対策を取ったことがあるか」に対しては，問 5 で









 男子回答例 女子回答例 
1 年   
2 年   




































図 2.4.6-6．問 5「苦手意識を感じたとき」対策を取った割合 (情デ科) 
 








   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 12  13 
5 年  6  16 
計  18  29 
 感じた苦手意識例 苦手意識に対する対策 
1 年   
2 年   
















5 年 美術的要素の含む授業を受けたとき ・なし 
プログラミング（理解できない等） ・なし 


















 感じた苦手意識例 苦手意識に対する対策 
1 年   
2 年   
3 年   



































女子では 92％と男子の方がやや高い結果となった．男子を学年ごとに見ると，5 年が 100％
となった(図 2.4.6-7a)．また女子を学年ごとに見ると，4，5 年どちらも 93，91％とほぼ同じ
結果となった(図 2.4.6-7b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず


















   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 











は情デ男子 72％，情デ女子では 68％となった．男子を学年ごとに見ると，4 年が 81％とや
や高い一方，5 年は 54％とやや低い結果となった(図 2.4.6-8a)．また女子を学年ごとに見る
と，4 年が 74％とやや高い一方，5 年は 65％でやや低い結果となった(図 2.4.6-8b)．ここで
更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は 9％(5 年)，24％(4 年)，女子


















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 













に見ると，4 年が 100％と高く(図 2.4.6-9a)，女子を学年ごとに見ると，5 年が 100％と高い
結果となった(図 2.4.6-9b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず



















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 













を学年ごとに見ると，4 年が 76％とやや高く， 5 年は 63％とやや低い結果となった(図 2.4.6-
10a)．また女子を学年ごとに見ると，4，5 年どちらも 80，83％とほぼ同じ結果であった(図
2.4.6-10b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は 27％(5 年)，


















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 













や高い結果となった．男子を学年ごとに見ると，4 年が 53％とやや高い一方，5 年は 45％と
やや低く，更に“あまり重要ではない”の回答が 45％と高い結果となった(図 2.4.6-11a)．また
女子を学年ごとに見ると，4，5 年どちらも 54，56％でほぼ同じ結果となった(図 2.4.6-11b)．
ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，まず男子は 9％(5 年)，24％(4 年)，

















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 














一方 5 年は 9％と低い結果となった(図 2.4.6-12a)．また女子を学年ごとに見ると，5 年が 26％
と 4 年の 20％よりもやや高い結果となった(図 2.4.6-12b)．ここで更に，重要と回答してい


















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 

















ラー表示を挙げていた (表 2.4.6-7)． 
 








 男子回答例 女子回答例 
1 年   
2 年   























子を学年ごとに見ると，4 年が 62％とやや高い一方，5 年は 27％と低い結果となった(図
2.4.6-13a)．また女子を学年ごとに見ると，5 年が 43％とやや高い一方， 4 年は 33％とやや
低い結果となった(図 2.4.6-13b)．ここで更に，重要と回答している割合の幅を見ていくと，


















   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 


























 男子回答例 女子回答例 
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めの結果となった．また学年ごとに見ると，男子においては，4 年の方が 5 年よりも肯定度
合が高めである傾向が見られた． 
 
問 7「7 項目のうちやる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」では，4，5 年
男女とも③「分かりやすく理解を助けるような解説を得ることができる」が 1 位，①「はじ
めは易しくて分かりやすい課題から取り組むことができる」が 2 位，5 年男子以外は④「将
来の仕事が明確に想像できる課題に取り組むことができる」が 3 位となった．4 年男子は①
④がほぼ同じ比率であり(21％，19％)，5 年男子は②「難しい課題にチャレンジすることが






























   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 42 30 
5 年 22 46 





































(機械 2 年)，「今までの知識だけで分かりそうになさそうだった回路の理解」(電気 2 年)，
「自分が設計して模型をつくり形になった時」(建築 4 年男子)等であり，このように問 3 に
おいて手ごたえとも取れる回答がどのぐらい占めるのかを図 2.5.1-1 に示す．回答件数は具
体的に，建築 1 年女子：9 件中 1 件，材料 3 年女子：4 件中 3 件，電気 1 年：29 件中 17 件，















































次に建築科では，問 7「7 項目のうちやる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項
目」では，④「将来の仕事が想像できる課題に取り組むことができる」の比率が，キャンパ
ス全体で 20%であり，かつ他学科はこの平均値を下回っているのに対し，27%とやや高く，
唯一キャンパス全体の比率を超えていた(例外として，1 年男子，4 年女子，5 年女子は④の
回答比率がやや低めであった)．これは，建築科を卒業した後の就職先が建築業界に直結し










のに対し 20%とやや低い結果となった．更に，問 4 の自由記述回答については，例えば他学
科であれば，低学年では，機械科は機械工作や製図について(例：1 年 14 件中 12 件)，建築
科は製図や模型等の作品制作について(例：1 年男子 13 件中 12 件)，等といったように具体
的なものを多く挙げ，学年が上がるにつれて，機械科は機械の学び全般に関する理解の深ま
り(例：5 年 14 件中 10 件)，建築科は設計製図や模型，構造力学，建造物見学等建築に関す
131 
 
る多岐な学び(例：5 年男子 19 件中 9 件)やこれらが結びついて関連性が得られること(例：
5 年男子 19 件中 10 件)等，主たる専門分野の学習全般に対しての高度な習得へ回答が推移
していた．しかし材料科では，低学年でも具体的な回答が少なく(例：1 年男子 5 件中 1 件，









合が，キャンパス全体で 38%であるのに対し 26%とやや低い結果となった．また，問 3「専
門の学習で楽しさを感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えた割合が，キャン

























られた(例：4 年男子 12 件中 7 件，5 年女子 14 件中 9 件，回答例：「CG 演習：自分でヘリコ















学年に比べて高めであり，次に 2～4 年のいずれかで最低値を示し，そして 5 年でまた高く
なることが窺えた．例外としては，建築 5 年女子の問 3，問 4 での割合が，建築女子の中で
最も低いことが挙げられる．建築 5 年女子は，苦手意識のみ高めであるため，建築科のカリ







のどちらかであり，次に 2，3 年のどちらかで苦手意識が低めとなり，そして 4，5 年でまた
高くなることが窺えた．例外としては，材料 2 年女子の問 5 での割合が材料女子の中で最
も高くなっていることが挙げられ，これは，前述のように多岐に渡る分野の学びにより，い




料 5 年女子の問 5 での割合が材料女子の中で最も低くなっていることが挙げられ，これは
１つには，材料 5 年女子が卒業研究等で材料分野の学びに打ち込めていることによると考
えられる． 














図 2.5.3-1．問 2～問 5 による，学年進行に伴う意識変化を表すおおよその図 
 
以上のように，学年進行に伴う意識の変化として，1 年と 2～4 年，そして 5 年と 3 つの
時期に分けられると考えられる．そこで，この 3 つの時期において，具体的にどのような意
識を持ち合わせ，またどのような学びの進み段階にあるのか，更に考察を進めることとする． 
1 年 5 年 2～4 年 
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と」(建築 1 年男子)，「実験を見せてもらった時などです」(材料 1 年女子)，「考えながら回
路を組んだり，はんだづけをしたこと」(電気 1 年)等のように初めての実習や知識取得，実
験見学等での発見について挙げられている．よって，図 2.5.3-1 で表わすように 1 年の肯定




とやや高く(例外として，電気 5 年は 27%と他学科の 5 年よりやや低めであった)，問 4「専
門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えた割合がキャン
パス全体で 30%であるのに対し，42%とやや高く(例外として，建築 5 年女子は 9%と他学科
の 5 年より低く，電気 5 年は 24%と他学科の 5 年よりやや低めであった)，問 5「専門の学
習で苦手意識を感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えた割合がキャンパス全
体で 50%であるのに対し，60%とやや高い結果となった(例外として，材料 5 年女子は 14%







機械 5 年，14 件中“到達”回答 7 件)のように，これまでの学びが実を結んでいるものや，「構
造計算等の答えが導きだせたとき」(問 4 手ごたえ，建築 5 年男子，17 件中“到達”回答 15
件)，「何回か基礎的な問題を解いてみた，友人にたずねる等」(問 5 苦手意識への対策(構造
力学)，建築 5 年男子，苦手意識の対象“構造力学”7 件に対し全件対策回答)等のように，苦
手意識を感じる学習(構造力学)の解の導出で手ごたえを感じ，また苦手意識への対策がしっ
かりなされていることが挙げられる．よって，図 2.5.3-1 で表わすように 5 年の否定的な意





で苦手意識を感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えた 3 年の割合を，1 年，
5 年のものと比較する(表 2.5.3-1)．まず 3 年の割合を見ると，1 年，5 年に比べて肯定的意識
の比率が下がることが分かる(問 2～問 4)が，学科によっては最低値が 3 年の前後の学年に
現れる(例外として，建築女子は 5 年が最低値である)．また，3 年は初めての知識習得やも
のづくりの実習といった学びの導入部分から，理論が主となる学びへと移行が始まる時期
といえ，学科ごとに苦手意識が高めである場合と低めである場合が混在しているといえる







図 2.5.3-1 で表わすように 2～4 年において肯定的な意識が最も低い時期が訪れ，また否定的
な意識も最も低い時期が訪れるがそこから高まっていくという不安定な様子が見られるこ
とと，問 2～問 5 で見られる結果から，2～4 年を“学びの過渡期”と捉えることとする． 
 
 







も，今回の集計結果から得られている．例として材料 5 年男子について挙げると，まず問 1
「入学して学びたかったこととは」での自由記述回答において，入学目的を示していると読
み取れる有効回答率が 5 年全体で 90%に対し 71%とやや低く，また“具体的な目標あり”や
“目的意識が高い”と取れる回答比率も 5 年全体で 72%に対し 52%と低い結果となっている．
また，問 3「専門の学習で楽しさを感じたことがあるか」に対してある・ややあるとするの
が 5 年全体で 65%に対し 53%とやや低く，更にない・あまりないとするのが 33%を占めて
いた．更に問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」に対してある・ややあると




った(問 1(有効回答率 100%，「具体的」＋「目的意識」100%)，問 3(86%)，問 5(14%))． 
(%) 1 年 3 年 5 年 
問 2 41 32 46 
問 3 78 51 65 
問 4 31 20 42 












し女子全体では 27%とやや低く(例外として，材料 2 年女子は 35%とやや高く，また材料・
建築・情デ 5 年女子は前述 2.5.3 項の“学びの到達期”によりやや高めである)，問 5「専門の
学習で苦手意識を感じたことがあるか」に対してある・ややあると答えた割合が男子全体で
46%であるのに対し女子全体では 66%と高い(例外として，建築 2 年女子は 38%と前述 2.5.3





 ここで，前述 2.5.1 項より名取キャンパスにおいて，苦手意識を克服できたならば，楽し
さや＋の意味合いの手ごたえに変容させられると考えられることや，前述 2.5.2 項より“学







記述回答で「日常生活と学んでいる内容がつながったとき．」(問 3，材料 4 年女子)，「今ま
であやふやだった事をはっきりとした形で知れたこと．」(問 3，建築 3 年女子)，「実験のレ
ポートが案外まとめるのに苦労したとき」(問 4，材料 2 年女子)，「初見では問題の意味さえ
分からなかった問題が解けたとき」(問 4，情デ 5 年女子)等のように，はじめはできなかっ
たけれども試行錯誤してできるようになった，分からなかったけれども理解できた・関連性
が得られた，大変だったけれどもどうにかできたといったことに楽しさや手ごたえを感じ
るとする回答が問 3 ある・ややあると回答した 117 人中 10 件(男子 417 人中 27 件)，問 4 あ
る・ややあると回答した 53 人中 16 件(男子 208 人中 42 件)であり，割合にすると問 3：9%(男



















































































• 専門の学習に求められるものとは：  
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表 1. 授業形態の区分と履修・学修単位 
区分 
 







A 学修単位科目 講義 15 45 30 60 
B* 講義，演習 22.5 45 22.5 
B 講義，演習 30 45 15 
C* 実験，実習 22.5 45 22.5 
C 実験，実習 30 45 15 
D 実験，実習 45 45 0 
E 履修単位科目 （上記全て） 30 30 － 50 
J JABEE(※)対応科目 （JABEE 教育プログラムに含まれる科目に印） 
 
大学では通常，1 コマ＝45 分として，1 単位取得には 45 分講義×15 回であるが，高専の学
習単位科目では 1 コマを 60 分とし，上記の A 区分(講義)でも 60 分講義×15 回であり，大学
での 1 単位当たりの時間より長いことになる．大学工学部の専門科目の卒業所要単位例は






JABEE 認定教育プログラム(※)  
学問を教える工学教育から技術者を育てる技術者教育への転換を実現し，かつ日本の技
術水準を国際水準に整合させる目的で，日本技術者教育認定機構（JABEE）が設立された．
JABEE による認定制度は平成 13 年度から始まり，3 大学が認定を受け，平成 14 年度は全
国の 23 大学・高専専攻科、32 プログラムが認定された．仙台高専専攻科の前身である宮城
高専専攻科と仙台電波高専専攻科は，平成 14 年度に東北の大学及び全国の高専専攻科では



































る意識調査」(「高専教育」第 35 号，pp.113-118，2012) 
 
3．研究費 































































図 2．問 1「具体的な目標あり」「目的意識が高い」 集計結果(学科，学年，男女) 
 
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 198 1 年 162 男子 680 
建築 196 2 年 159 女子 165 
材料 185 3 年 161   
電気 196 4 年 190   
情デ 70 5 年 173   
全体 845     
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 198 1 年 162 男子 680 
建築 196 2 年 159 女子 165 
材料 185 3 年 161   
電気 196 4 年 190   
情デ 70 5 年 173   










































図 4．問 3「専門の学習で楽しいと感じたことがあるか」集計結果(学科，学年，男女) 
 
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 197 1 年 161 男子 677 
建築 194 2 年 157 女子 163 
材料 185 3 年 161   
電気 196 4 年 190   
情デ 68 5 年 171   
全体 840     
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 198 1 年 162 男子 678 
建築 194 2 年 158 女子 163 
材料 185 3 年 160   
電気 194 4 年 189   
情デ 70 5 年 172   
















































図 6．問 5「専門の学習で苦手意識を感じたことがあるか」集計結果(学科，学年，男女) 
 
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 198 1 年 160 男子 676 
建築 191 2 年 157 女子 160 
材料 183 3 年 159   
電気 194 4 年 189   
情デ 70 5 年 171   
全体 836     
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 198 1 年 162 男子 675 
建築 196 2 年 159 女子 165 
材料 181 3 年 157   
電気 195 4 年 190   
情デ 70 5 年 172   
















































図 8．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「①はじめは易しくて分かりやすい
課題から取り組むことができる」集計結果(学科，学年，男女) 
 
学科人数 学年人数 男女人数 
機械  73 1 年  73 男子 308 
建築  95 2 年 57 女子 103 
材料  83 3 年  73   
電気 113 4 年 114   
情デ 47 5 年  94   
全体 411     
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 197 1 年 162 男子 679 
建築 196 2 年 159 女子 165 
材料 185 3 年 161   
電気 196 4 年 189   
情デ 70 5 年 173   











































図 10．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「③分かりやすく理解を助ける 
ような解説を得ることができる」集計結果(学科，学年，男女) 
 
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 197 1 年 162 男子 679 
建築 196 2 年 159 女子 165 
材料 185 3 年 161   
電気 196 4 年 189   
情デ 70 5 年 173   
全体 844     
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 197 1 年 162 男子 679 
建築 196 2 年 159 女子 165 
材料 185 3 年 161   
電気 196 4 年 189   
情デ 70 5 年 173   

















































図 12．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「⑤課題に取り組むときに，クラス
メイトが達成できたことは同じように達成できる」集計結果(学科，学年，男女) 
 
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 197 1 年 162 男子 678 
建築 195 2 年 159 女子 164 
材料 185 3 年 161   
電気 195 4 年 187   
情デ 70 5 年 173   
全体 842     
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 197 1 年 162 男子 674 
建築 195 2 年 158 女子 164 
材料 183 3 年 159   
電気 193 4 年 187   
情デ 70 5 年 172   

















































図 14．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「⑦自分にとって好ましい仕組みを
持っている教材で学習できる」集計結果 (学科，学年，男女) 
 
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 197 1 年 162 男子 679 
建築 196 2 年 159 女子 165 
材料 185 3 年 161   
電気 196 4 年 189   
情デ 70 5 年 173   
全体 844     
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 192 1 年 160 男子  676 
建築 195 2 年 157 女子 160 
材料 181 3 年 159   
電気 196 4 年 189   
情デ  70 5 年 171   















































図 15．問 7「やる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」集計結果 
(学科，学年，男女) 
学科人数 学年人数 男女人数 
機械 390 1 年 324 男子 1345 
建築 386 2 年 316 女子 326 
材料 368 3 年 320   
電気 387 4 年 371   
情デ 140 5 年 340   

























図 3．問 1「具体的な目標あり」が占める    図 4．問 1「目的意識が高い」が占める 














1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 39 
5 年 39 
全体 198 
学年人数 
1 年 40 
2 年 41 
3 年 38 
4 年 39 
5 年 39 
全体 197 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 39 














問 1 人数内訳 
(機械科) 
問 2 人数内訳 
(機械科) 


































図 10．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「①はじめは易しくて分かりやすい
課題から取り組むことができる」集計結果(機械科) 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 39 
5 年 39 
全体 198 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 39 
5 年 39 
全体 198 
学年人数 
1 年 21 
2 年 12 
3 年  5 
4 年 17 
5 年 18 
全体  73 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 




















問 4 人数内訳 
(機械科) 













































図 13．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「④将来の仕事が想像できる課題に
取り組むことができる」集計結果(機械科) 

















1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
全体  197 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
全体  197 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
全体  197 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 































































図 17．問 7「やる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」集計結果(機械科) 
 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
全体  197 
学年人数 
1 年 40 
2 年 42 
3 年 38 
4 年 38 
5 年 39 
全体  197 
学年人数 
1 年 80 
2 年 84 
3 年 76 
4 年 74 
5 年 76 



































図 1．問 1 自由記述の有効回答数比率   図 2．問 1「具体的な目標あり」と 











図 3．問 1「具体的な目標あり」が占める 図 4．問 1「目的意識が高い」が占める 













図 5．問 2「専門の学習は得意であるか」集計結果(建築科) 
 
 
   男 女 
1 年 27  12 
2 年 30   8 
3 年 24  16 
4 年 31   9 
5 年 28  11 
計 140  56 
   男 女 
1 年 26  12 
2 年 30   7 
3 年 24  16 
4 年 31   9 
5 年 28  11 











問 1 人数内訳 
(建築科) 

























図 7．問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」集計結果(建築科) 
 
 
   男 女 
1 年 27  12 
2 年 30   8 
3 年 24  15 
4 年 31   9 
5 年 28  10 
計 140  54 
   男 女 
1 年 27  11 
2 年 30   7 
3 年 24  15 
4 年 30   9 
5 年 27  11 
















問 3 人数内訳 
(建築科) 


































   男 女 
1 年 27  11 
2 年 30   7 
3 年 24  15 
4 年 30   9 
5 年 27  11 
計 140  53 
   男 女 
1 年 7   8 
2 年 9   3 
3 年 13   9 
4 年 17   5 
5 年 18   6 













問 5 人数内訳 
(建築科) 























































   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   11 
計 140   56 
   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   11 












































































図 13．問 6 専門の学習を進める上でどのくらい重要か「④将来の仕事が想像できる課題に
取り組むことができる」集計結果(建築科) 
   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   11 
計 140   56 
   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    8 
5 年 28   11 
















































































   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 30    9 
5 年 28   11 
計 139   56 
   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   11 

































































   男 女 
1 年  27   12 
2 年 30   18 
3 年 24   16 
4 年 31    9 
5 年 28   10 


































図 17．問 7「やる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」集計結果(建築科) 
 
   男 女 
1 年 54 24 
2 年 60 16 
3 年 48 32 
4 年 60 16 
5 年 56 20 



















図 1．問 1 自由記述の有効回答数比率     図 2．問 1「具体的な目標あり」と 












図 3．問 1「具体的な目標あり」が占める 図 4．問 1「目的意識が高い」が占める 













図 5．問 2「専門の学習は得意であるか」集計結果(材料科) 
 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  17 
3 年 32   8 
4 年 28  10 
5 年 21   7 
計 132  53 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  17 
3 年 32   8 
4 年 28  10 
5 年 21   7 











問 1 人数内訳 
(材料科) 



























図 7．問 4「専門の学習で手ごたえを感じたことがあるか」集計結果(材料科) 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  17 
3 年 32   8 
4 年 28  10 
5 年 21   7 
計 132  53 
   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  16 
3 年 32   8 
4 年 28  10 
5 年 20   7 
















問 3 人数内訳 
(材料科) 




























   男 女 
1 年 30  11 
2 年 21  17 
3 年 28   8 
4 年 28  10 
5 年 21   7 
計 128  53 
   男 女 
1 年  4   5 
2 年 5  12 
3 年 14   5 
4 年 16   7 
5 年 14   1 













問 5 人数内訳 
(材料科) 






















































   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 
計 132  53 
   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 










































































   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 
計 132  53 
   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 










































































   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 16 
3 年 32 8 
4 年 27 10 
5 年 21 7 
計 131  52 
   男 女 
1 年 30 11 
2 年 21 17 
3 年 32 8 
4 年 28 10 
5 年 21 7 









































































   男 女 
1 年 29 11 
2 年 20 17 
3 年 31 8 
4 年 28 9 
5 年 21 7 

































図 17．問 7「やる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」集計結果(材料科) 
 
   男 女 
1 年 60 22 
2 年 42 34 
3 年 62 16 
4 年 56 20 
5 年 42 14 


























図 3．問 1「具体的な目標あり」が占める    図 4．問 1「目的意識が高い」が占める 














1 年 42 
2 年 41 
3 年 43 
4 年 37 
5 年 33 
全体 196 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 43 
4 年 37 
5 年 33 
全体 196 
学年人数 
1 年 42 
2 年 40 
3 年 43 
4 年 36 














問 1 人数内訳 
(電気科) 
問 2 人数内訳 
(電気科) 







































1 年 41 
2 年 41 
3 年 42 
4 年 37 
5 年 33 
全体 194 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 43 
4 年 37 
5 年 32 
全体 195 
学年人数 
1 年 28 
2 年 16 
3 年 27 
4 年 27 
5 年 15 
全体 113 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 43 
4 年 37 





















問 4 人数内訳 
(電気科) 
問 5 人数内訳 
(電気科) 





























































1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 37 
5 年 33 
全体 193 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 37 
5 年 33 
全体 193 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 36 
5 年 33 
全体 192 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 38 
4 年 37 






































































図 17．問 7「やる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」集計結果(電気科) 
 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 37 
5 年 33 
全体 193 
学年人数 
1 年 42 
2 年 41 
3 年 40 
4 年 37 
5 年 33 
全体 193 
学年人数 
1 年 84 
2 年 80 
3 年 86 
4 年 73 




































図 1．問 1 自由記述の有効回答数比率     図 2．問 1「具体的な目標あり」と 











図 3．問 1「具体的な目標あり」が占める 図 4．問 1「目的意識が高い」が占める 











図 5．問 2「専門の学習は得意であるか」集計結果(情デ科) 
 
 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 
計  32  38 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 10  22 











問 1 人数内訳 
(情デ科) 




























   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 
計  32  38 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 
















問 3 人数内訳 
(情デ科) 




























   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 
計  32  38 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 12  13 
5 年  6  16 







































































   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 
計  32  38 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 










































































   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 
計  32  38 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 










































































   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 
計  32  38 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 









































































   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 21  15 
5 年 11  23 

































図 17．問 7「やる気を出すのに大切だと思う 1 番目と 2 番目の項目」集計結果(情デ科) 
 
   男 女 
1 年   
2 年   
3 年   
4 年 42 30 
5 年 22 46 










問 7 回答数内訳 
(情デ科) 
